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はMannheimia haemolytica 血清型 1 の実験感染牛であ
る。左肺前葉後部の気管支内にファイバースコープによ
























































































































　病　歴：2010 年 5 月，県内の繁殖農場（飼養頭数：繁殖




































　病　歴：豚（LWD），65 日齢，雌。繁殖豚 100 頭，肥












































12 頭を飼養する乳肉複合農家で，2010 年 6月 16 日生まれ
のF1牛が，出生時から起立不能，後弓反張および視力障
害を呈した。自力哺乳不能だったため予後不良と判断し，































牛・子牛ともに 1,600 倍（陽性）で，T. gondii（ラテッ
クス凝集反応）は母牛・子牛ともに 16 倍未満（陰性）で
あった。
　血液学的検査：6月 18 日の検査では，提出症例はRBC 
891 × 104 /μl，WBC 7,600 /μl，Ht 33.5％，母牛はRBC 











　病　歴：豚（交雑種），16 日齢，雌。2010 年 4 月頃より
母豚 6腹で，分娩直後の新生子豚に全身性の痙攣が認めら
れた。斃死例はなく，発症した子豚は回復した。当該豚は



























ある。1996 年 1 月に EIAVを皮内接種し，接種 3ヵ月お
よび 4ヵ月後に 40℃以上の発熱がみられた。その後約 13
年間，1 年に約１～ 2回軽度の発熱がみられた。発熱期
に伴って，末梢血リンパ球数および赤血球数は減少した。































15,000 羽を飼養する農場において，2010 年 1 月 16 日導入
東北各県病理担当者，動物衛生研究所，動物衛生研究所 東北支所10
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の初生雛 3,180 羽で 1 月 23 日から斃死羽数の上昇が認め
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図 7：橋でみられた非化膿性脳炎。矢印はネオスポ
ラのシスト。HE染色，Bar=50 μm。
図 9A：大脳のリンパ球性肉芽腫性髄膜炎。HE染色，
Bar=100 μm。図 9B：側脳室におけるリンパ球性
肉芽腫性上衣炎。HE染色，Bar=100 μm。
図 8A：脊髄白質の髄鞘低形成。HE染色，Bar=20
μm。図 8B：脊髄白質の髄鞘低形成。ルクソール・
ファスト青染色。
図 10：好塩基性核内封入体（矢印）を伴った肝細
胞の変性・壊死。HE染色，Bar=20 μm。
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